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Ⅰ．組織の概要
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○ 山口県農地・水・環境保全向上対策協議会

（事務局担当）

・ 山口県、事業実施市町村、県土連、ＪＡ等の農業団体で構成。

・ 県土連が事務局を担当。

活動組織 （共同活動＝334組織、 向上活動＝176組織） （H25年度末時点）

○ 交付金の交付
○ 事業推進
○ 指導（研修会の開催等）
○ 事務支援



１．事業の推進

Ⅱ．推進事業

山口県では、組織広域化による事業推進を行っているところ。

この手法による事業推進は、事業実施地区の近隣で、役員不足（代表、事

務担当者）に苦慮している集落でも本事業に取り組めるメリットがある。

その結果、山口県における本事業

のカバー率は、H19年度＝35％から

H25年度＝42％と大幅に増加。

また、本年度、多面的機能支払へ移行した

ことに伴い、

水土里情報を活用した図面を整備

更なる推進を図るとともに、活動確認用図面

として活用していくこととしたところ。

【共同活動のカバー率】

18,371ha

15,231ha

（H19） （H25）

35%
42%



２．活動組織の支援

○ 研修制度の充実

山口県では、県内組織を集め、年１回、合同研修会を実施。

本研修会は「農村環境の未来を考える会」として、多面的機能支払の制度

や活動における技術力のステップアップを図るとともに、農業・農村に関連

する基調講演を行っている。（毎年、700～800名が参加）

【H25年度】
★ ローマ法王に地元米が献上されるまで！
（ローマ法王に米を食べさせたスーパー公務員）

石川県羽咋市教育委員会 室長 高野誠鮮

【H26年度】
★ 「ピンチはチャンス！」

～山口の山奥の小さな酒蔵だからこそできたもの～

旭酒造株式会社 代表取締役社長 桜井博志

【H24年度】
★ 水土里ネット那須野ヶ原のエネルギー政策

～米と電気は自分で造りたい～

栃木県那須野ヶ原土地改良区連合 参事 星野美恵子



○ 活動組織の事務支援

県土連として、活動組織の事務を支援。

活動組織のうち250組織（75.8％）で事務支援を行っており管内トップ。

広域化に事業推進と併せ、活動組織が安心して本制度に取り組むことがで

きるよう体制整備を図っている。

３．広報活動

山口県地域協議会としてホームペー

ジを立ち上げ。

制度の周知、様式類のアップ、優良

地区の活動内容の紹介（本表彰の最優

秀地区）を行っている。



4．多面的機能ネットワーク 「協議会だより」

情報発信・・・平成19年度より、年間10回程度、多面的機能支払交付金に係る

情報等を活動組織や県・市町関係者に発信している。



地元の山口新聞社と連携。

週１回、優良地区の活動内容等を新聞の特集欄に掲載。

こうした取組は、活動組織の意欲向上に大いに貢献している。

5．地元新聞との連携



Ⅲ．今後の取組 （H27年度法制化後）

H26.6に「農業農村の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」の制定。

H27.4の法制化後は

事業採択（計画認定）や交付金交付事務は、県－市町ラインで実施

H27.4以降、推進組織として引き続き本制度を推進。

今まで培ったノウハウを活かし、

○ 市町が行う交付申請事務等をバックアップ

○ 活動組織が安心して取り組める体制づくり

・ 研修体制の維持、更なる充実

・ 引き続き、事務支援を実施

により、本制度の更なる推進に努めていく・・・。


